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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 3,485 8.1 230 1.0 253 2.4 202 9.1

2025年３月期中間期 3,224 8.8 228 0.6 247 3.4 185 8.9

（注）包括利益 2026年３月期中間期 369百万円（120.2％） 2025年３月期中間期 167百万円（△36.6％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 39.87 －

2025年３月期中間期 36.55 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 8,155 4,807 59.0 946.55

2025年３月期 7,963 4,489 56.4 883.76

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 4,807百万円 2025年３月期 4,489百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2026年３月期 － 0.00

2026年３月期（予想） － 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,270 7.4 650 10.1 710 11.1 500 6.7 98.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 5,115,492株 2025年３月期 5,115,492株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 36,050株 2025年３月期 36,050株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 5,079,442株 2025年３月期中間期 5,079,442株

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間

連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご参照ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… 4

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 4

（２）中間連結損益及び包括利益計算書 ……………………………………………………………………………… 6

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………… 7

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… 8

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記） ………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

○添付資料の目次

- 1 -

KYCOMﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社（証券ｺｰﾄﾞ9685）2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境や企業収益の改善を背景に、景気は緩やかな回復基

調で推移しました。一方で、米国の通商政策の影響や中国経済の低迷、物価上昇の継続等による景気の下振れ懸念

のほか、ウクライナや中東の不安定な国際情勢の長期化、金融資本市場の変動等、先行き不透明な状況が続きまし

た。

　このような環境の中で当社グループは、事業の柱であるＩＴ関連分野において、ソフトウエア開発及び関連業務

では、よりユーザーに近い立場での開発業務ができるようにグループ会社間で連携を取りながら企業体質の強化を

してまいりました。また、コンピュータ関連サービス分野におきましても、教育機会を増やしサービスの質の向

上、高度化に取り組み、ユーザーからも評価していただけるような提案営業の強化をしてまいりました。

　当中間連結会計期間の売上高は34億85百万円（前年同期比8.1％増）、営業利益は２億30百万円（前年同期比

1.0％増）、経常利益は２億53百万円（前年同期比2.4％増）となりました。これに、受取保険金50百万円等の特別

損益の計上及び税金費用を加味した結果、親会社株主に帰属する中間純利益は２億２百万円（前年同期比9.1％

増）となりました。

　当社グループの報告セグメントは、業績の評価、事業戦略の構築、経営資源の配分等を行ううえで重要性に基づ

いて決定しており、「情報処理事業」、「不動産事業」、「レンタカー事業」、「無線ソリューション事業」の４

つで構成されています。

　当中間連結会計期間におけるセグメントの業績は、情報処理事業では、ＤＸ／ＡＩ関連をはじめ経営資源を一元

管理するＥＲＰ構築事業やローコード・ノーコード開発需要、ＡＩシステム開発需要もあり、売上高32億23百万円

（前年同期比8.3％増）となりました。その一方、必要とされる技術教育の機会拡大や従業員の待遇改善による人

件費等のコストも引き続き増加しており、営業利益１億62百万円（前年同期比15.6％減）となりました。不動産事

業では、太陽光発電所で、豪雪により一部破損が生じているものの、前々期の盗難被害からの復旧もあったため、

売上高１億33百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益59百万円（前年同期比51.9％増）となりました。なお、太

陽光発電所の雪害に対する受取保険金50百万円を特別利益に計上しております。レンタカー事業では、北陸新幹線

の敦賀延伸による客足の伸びが一段落し、またカーシェアリングとの競合もあり、売上高86百万円（前年同期比

7.5％増）、営業損失５百万円（前年同期は11百万円の営業利益）となりました。無線ソリューション事業では、

売上高１億７百万円（前年同期比6.1％増）、営業損失17百万円（前年同期は23百万円の営業損失）となりまし

た。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産及び負債の状況

（資産）

　当中間連結会計期間末の総資産は81億55百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億91百万円の増加となりまし

た。

　流動資産は33億１百万円となり、54百万円減少いたしました。これは主に現金及び預金が１億28百万円増加した

こと、並びに売掛金及び契約資産が２億４百万円減少したこと等によるものであります。

　固定資産は48億53百万円となり、２億46百万円増加いたしました。これは主に投資その他の資産の投資有価証券

が１億95百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

　当中間連結会計期間末の負債は33億47百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億27百万円の減少となりまし

た。

　流動負債は15億69百万円となり、１億円減少いたしました。これは主に短期借入金が60百万円減少したこと等に

よるものであります。

　固定負債は17億77百万円となり、26百万円減少いたしました。これは主に、その他に含まれる繰延税金負債が76

百万円増加したこと及び長期借入金が96百万円減少したこと等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は22億87百万円で、前連結会計年度

末に比べて１億28百万円増加いたしました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、増加した資金は４億１百万円（前年同期は２億68百万円の増加）となりました。主な増加の内

訳は、税金等調整前中間純利益３億４百万円、減価償却費75百万円及び売上債権の減少２億19百万円であります。

主な減少の内訳は、法人税等の支払額１億27百万円等であります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、減少した資金は66百万円（前年同期は88百万円の減少）となりました。主な減少の内訳は、有

形固定資産の取得による支出81百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、減少した資金は２億６百万円（前年同期は２億８百万円の減少）となりました。増加の内訳

は、短期借入れによる収入４億80百万円、長期借入れによる収入11百万円であります。減少の内訳は、短期借入金

の返済による支出５億40百万円、長期借入金の返済による支出１億６百万円、配当金の支払50百万円等でありま

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期通期の連結業績予想につきましては、2025年５月13日の「2025年３月期決算短信」で公表いたしま

した数値から修正を行っております。

　詳細につきましては、本日（2025年11月７日）公表の「2026年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績

値の差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,159,633 2,287,899

売掛金及び契約資産 1,058,660 854,304

商品 4,947 7,358

仕掛品 8,463 34,042

原材料及び貯蔵品 786 735

その他 129,094 122,093

貸倒引当金 △5,292 △4,835

流動資産合計 3,356,294 3,301,598

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 678,596 664,540

機械装置及び運搬具（純額） 413,670 400,069

土地 1,857,988 1,857,988

その他（純額） 27,465 61,816

有形固定資産合計 2,977,721 2,984,414

無形固定資産

のれん 16,800 33,151

その他 8,269 7,510

無形固定資産合計 25,070 40,662

投資その他の資産

投資有価証券 1,373,206 1,568,331

その他 255,174 284,207

貸倒引当金 △24,138 △24,138

投資その他の資産合計 1,604,242 1,828,400

固定資産合計 4,607,034 4,853,477

資産合計 7,963,328 8,155,076

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 98,336 66,371

短期借入金 350,000 290,000

１年内返済予定の長期借入金 174,268 187,156

未払金 365,232 355,633

未払法人税等 125,174 104,686

賞与引当金 239,937 259,451

その他 317,189 306,483

流動負債合計 1,670,138 1,569,782

固定負債

長期借入金 1,616,251 1,520,129

退職給付に係る負債 37,976 31,592

その他 149,932 225,619

固定負債合計 1,804,160 1,777,341

負債合計 3,474,298 3,347,123

純資産の部

株主資本

資本金 1,612,507 1,612,507

資本剰余金 7,309 7,309

利益剰余金 2,541,502 2,693,255

自己株式 △9,707 △9,707

株主資本合計 4,151,611 4,303,365

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 337,515 504,587

繰延ヘッジ損益 △97 －

その他の包括利益累計額合計 337,418 504,587

純資産合計 4,489,030 4,807,953

負債純資産合計 7,963,328 8,155,076
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(単位：千円)

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 3,224,879 3,485,100

売上原価 2,558,527 2,767,524

売上総利益 666,352 717,575

販売費及び一般管理費 437,967 486,837

営業利益 228,384 230,738

営業外収益

受取利息及び配当金 20,994 27,423

その他 10,454 7,452

営業外収益合計 31,448 34,876

営業外費用

支払利息 11,124 11,132

その他 1,633 1,434

営業外費用合計 12,758 12,567

経常利益 247,075 253,047

特別利益

固定資産売却益 － 1,337

受取保険金 41,447 50,289

特別利益合計 41,447 51,626

特別損失

盗難損失 8,943 －

投資有価証券評価損 344 －

固定資産除却損 － 75

投資有価証券売却損 － 98

特別損失合計 9,288 174

税金等調整前中間純利益 279,234 304,499

法人税等 93,555 101,950

中間純利益 185,679 202,548

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 185,679 202,548

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,193 167,072

繰延ヘッジ損益 388 97

その他の包括利益合計 △17,804 167,169

中間包括利益 167,874 369,717

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 167,874 369,717

（２）中間連結損益及び包括利益計算書

- 6 -

KYCOMﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社（証券ｺｰﾄﾞ9685）2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



(単位：千円)

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 279,234 304,499

減価償却費 64,770 75,415

のれん償却額 3,733 5,965

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,272 △547

受取利息及び受取配当金 △20,994 △27,423

受取保険金 △41,447 △50,289

支払利息 11,124 11,132

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,470 △8,092

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,712 14,513

投資有価証券評価損 344 －

投資有価証券売却損益（△は益） － 98

盗難損失 8,943 －

固定資産除却損 － 75

固定資産売却損益（△は益） － △1,337

売上債権の増減額（△は増加） 38,653 219,458

棚卸資産の増減額（△は増加） △25,959 △27,938

仕入債務の増減額（△は減少） 17,459 △37,328

その他 △33,739 △15,846

小計 314,638 462,356

利息及び配当金の受取額 21,122 27,423

利息の支払額 △11,244 △11,128

保険金の受取額 41,447 50,289

盗難損失の支払額 △8,943 －

法人税等の還付額 3,476 70

法人税等の支払額 △92,473 △127,566

営業活動によるキャッシュ・フロー 268,024 401,443

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,349 △81,422

有形固定資産の売却による収入 － 1,352

無形固定資産の取得による支出 － △400

投資有価証券の取得による支出 △88,712 △5,458

投資有価証券の売却による収入 22,842 63,142

貸付けによる支出 － △9,450

貸付金の回収による収入 18,390 2,468

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △17,320

その他 △377 △19,725

投資活動によるキャッシュ・フロー △88,206 △66,813

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 550,000 480,000

短期借入金の返済による支出 △620,000 △540,000

長期借入れによる収入 20,000 11,500

長期借入金の返済による支出 △131,242 △106,338

配当金の支払額 △25,397 △50,794

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,374 △731

財務活動によるキャッシュ・フロー △208,013 △206,364

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,195 128,266

現金及び現金同等物の期首残高 2,148,169 2,159,633

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,119,973 2,287,899

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結損
益及び包括
利益計算書
（注）２

情報処理
事業

不動産
事業

レンタカー
事業

無線ソリュ
ーション

事業

売上高

外部顧客への売上高 2,956,816 86,915 80,175 100,972 3,224,879 － 3,224,879

セグメント間の

内部売上高又は振替高
19,070 32,915 － － 51,985 △51,985 －

計 2,975,886 119,830 80,175 100,972 3,276,865 △51,985 3,224,879

セグメント利益又は損失（△） 191,992 39,143 11,059 △23,655 218,540 9,844 228,384

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結損
益及び包括
利益計算書
（注）２

情報処理
事業

不動産
事業

レンタカー
事業

無線ソリュ
ーション

事業

売上高

外部顧客への売上高 3,192,764 98,955 86,227 107,151 3,485,100 － 3,485,100

セグメント間の

内部売上高又は振替高
30,451 34,896 － － 65,348 △65,348 －

計 3,223,216 133,852 86,227 107,151 3,550,448 △65,348 3,485,100

セグメント利益又は損失（△） 162,034 59,455 △5,029 △17,105 199,354 31,383 230,738

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用が

含まれております。全社収益は各グループ会社からの経営指導料等であり、全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない持株会社運営に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用が

含まれております。全社収益は各グループ会社からの経営指導料等であり、全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない持株会社運営に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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